
同
志
社
初
の
入
学
生

同
志
社
英
学
校
が
開
校
さ
れ
た
一
八
七
五
(
明
治

八
)
年
、
一
番
先
に
入
学
し
た
の
が
、
元
良
(
杉
邑

勇
次
郎
(
一
八
五
八
1
一
九
三
)
で
あ
っ
た
。
そ
の

翌
年
(
明
治
九
)
に
入
学
し
た
熊
本
バ
ソ
ド
の
青
年
た

ち
に
ょ
っ
て
同
志
社
は
活
気
を
お
び
、
学
校
と
し
て

の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

丸

る
0
 
こ
の
熊
本
バ
ソ
ド
の
青
年
た
ち
の
多
く
は
、
キ

リ
ス
ト
教
を
文
明
開
化
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
神
学

に
傾
注
し
、
や
が
て
わ
が
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
.
キ

リ
ス
ト
教
の
伝
道
に
開
拓
的
な
役
割
を
果
し
、
同
志

社
の
特
色
を
鮮
明
に
し
た
。
こ
の
点
で
、
般
的
に

仁

同
志
社
最
初
の
入
学
生
は
、
熊
本
バ
ソ
ド
の
一
団
を

も
っ
て
代
表
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
開
校
と
同
時

に
真
先
に
入
学
し
た
元
良
勇
次
郎
の
存
在
を
看
過
し

て
は
な
ら
な
い
。

元
良
は
、
熊
本
バ
ソ
ド
の
一
団
と
は
異
な
り
神
学

に
は
距
誹
を
お
き
、
地
質
学
、
心
理
学
、
物
理
学
の

学
習
に
傾
注
し
、
と
り
わ
け
、
 
W
 
・
 
B
 
.
カ
ー
ヘ
ソ

タ
ー
の
『
精
神
生
理
学
』
に
関
心
を
も
っ
て
、
し
ば

し
ば
奇
抜
な
科
学
実
験
を
試
み
て
い
た
。
黒
社
で

の
こ
の
よ
う
な
学
習
が
、
元
良
の
将
来
の
方
針
を
定

め
る
こ
と
に
な
り
、
の
ち
に
文
科
大
学
(
東
京
大
学

の
前
身
Y
心
理
姦
座
の
最
初
の
教
官
と
な
っ
て
(
明

治
三
年
)
、
わ
が
国
心
理
学
の
研
究
に
先
登
と
し

て
独
自
の
学
風
を
樹
立
し
た
。

明
治
八
年
に
は
元
良
に
続
い
て
中
島
力
造
(
一
八

五
八
1
一
九
一
八
)
も
同
志
社
に
入
学
し
て
い
る
。

中
島
は
福
知
山
の
出
身
で
あ
り
、
三
田
出
身
の
元
良

と
は
お
互
に
郷
里
の
話
を
通
し
て
懇
意
に
な
り
、
勉

学
上
で
も
二
人
は
親
し
い
仲
問
で
あ
っ
た
。
中
島
も

宗
教
に
は
関
心
を
尓
さ
ず
、
ひ
た
す
ら
哲
学
、
倫
理

学
を
通
し
て
西
洋
の
学
問
に
熱
中
し
て
い
た
。
の
ち

に
元
良
と
同
じ
文
科
大
学
の
數
授
と
し
て
倫
理
学
の

誰
座
を
担
当
し
、
わ
が
国
の
倫
理
学
研
究
に
先
駆
者

と
し
て
貢
献
し
た
。

元
良
と
中
島
は
、
熊
本
バ
ソ
ド
の
一
団
が
、
し
ぱ

し
ば
集
会
を
開
き
、
世
閻
の
風
潮
を
批
判
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
日
本
の
将
来
は
危
い
と
云
っ
て
気
焔
を
吐

い
て
い
た
の
に
対
し
、
そ
れ
に
は
あ
ま
り
同
調
し
な

か
っ
た
。
新
島
襄
は
、
そ
ん
な
二
人
に
教
会
だ
け
に

は
出
席
す
る
よ
う
に
と
奨
励
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に

は
、
ど
ん
な
干
渉
も
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
元
良
が
物
理
学
な
ど
の
む
ず
か
し
い
問

題
を
質
問
し
て
、
新
島
を
し
ぱ
し
ぱ
困
ら
せ
る
ほ
ど

に
、
つ
ね
に
自
修
独
学
し
て
い
る
こ
と
を
、
ま
た
中

島
も
学
問
に
極
め
て
愨
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
新
島
を
元
良
は
、
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、

f
、・

ー
ず

ず

「
な
ん
と
な
く
愉
快
な
感
を
与
え
る
人
で
あ
っ
た
」

と
好
感
を
も
つ
て
彼
の
人
格
を
賞
揚
し
て
い
る
。

熊
本
バ
ソ
ド
の
一
人
で
あ
っ
た
海
老
名
弾
正
が

「
何
等
の
素
養
な
き
青
年
の
鳥
合
し
て
い
る
の
み
」

の
集
団
に
「
元
良
や
中
島
の
如
き
青
年
が
潜
ん
で
い

た
の
は
不
思
議
と
云
は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
し
と
驚
き
を
示

す
ほ
ど
に
勉
強
家
で
あ
っ
た
二
人
は
、
前
述
の
よ
う

に
文
科
大
学
の
「
心
理
学
倫
理
学
論
理
学
」
の
、
誰

座
の
土
台
づ
く
り
に
重
責
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

元
良
は
哲
学
科
第
一
誠
座
の
心
理
学
を
、
中
島
は
第

二
需
座
の
倫
理
学
を
扣
当
し
、
わ
が
国
学
術
の
開
拓

に
献
身
し
、
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
こ
う
し
た
学

卓

ノ

、

術
上
の
泰
斗
を
草
創
期
の
同
志

社
は
多
く
輩
出
し
、
明
治
期
の

学
術
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
同
志
社
の
も
う
一
つ

の
特
色
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
の

が
し
て
は
な
ら
な
い
。

、
'

一

同
志
社
入
学
に
至
る
ま
で

元
良
は
父
杉
田
泰
、
母
寿
賀

.

の
二
男
と
し
て
一
八
五
八
(
{
女

政
五
年
一
一
月
一
日
に
摂
津

(
兵
庫
県
)
三
田
に
て
誕
生
し

た
。
杉
田
家
は
。
代
々
藩
主
九
鬼
家
に
臣
事
し
て
い

た
。
父
泰
は
藩
校
の
教
師
で
あ
り
儒
学
者
と
し
て
も

高
名
で
あ
っ
た
。
兄
の
杉
田
潮
は
一
八
八
四
(
明
治

一
七
)
年
に
大
西
祝
ら
と
同
志
社
を
卒
業
し
、
安
中

教
会
浪
花
教
会
に
牧
師
と
し
て
歴
任
し
、
牧
会
に

献
身
し
た
。
弟
の
平
四
郎
は
、
東
京
英
和
学
校
を
卒

業
し
、
の
ち
に
山
口
中
学
校
の
校
長
と
な
り
教
育
界

に
尽
し
た
。
妹
の
真
は
、
梅
花
女
学
校
の
最
初
の
入

学
生
で
あ
り
、
の
ち
に
、
大
阪
天
満
教
会
の
牧
師
と

な
っ
た
長
田
時
行
と
結
婚
し
た
。

杉
田
家
は
廃
藩
の
結
果
、
政
府
よ
り
の
公
偵
で
家

屋
を
購
入
し
、
田
地
を
求
め
、
帰
農
し
て
生
計
を
辛

う
じ
て
支
え
て
い
た
。
父
泰
は
、
元
良
が
一
五
歳
の

と
き
(
明
治
五
年
)
に
没
し
、
以
後
、
母
寿
賀
が
一
家

を
扶
養
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
杉
田
家

子
女
の
修
学
は
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

寿
賀
は
、
生
活
の
困
窮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
女
の

向
学
心
を
か
な
え
て
や
り
た
い
と
願
い
、
そ
の
た
め

に
、
ま
ず
、
子
女
に
苦
学
自
立
の
道
を
志
向
さ
せ
よ

う
と
し
た
0
 
つ
ま
り
、
自
助
、
自
活
に
ょ
る
修
学
の

道
を
選
択
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

元
良
は
、
七
歳
で
藩
校
造
士
館
に
入
学
。
ご
厩

の
と
き
兵
庫
に
出
て
広
見
多
聞
の
寺
子
屋
に
学
び
、

さ
ら
に
一
三
歳
か
ら
一
五
歳
に
い
た
る
期
間
に
川
本

竺
郎
、
川
本
幸
民
に
師
事
し
英
語
、
数
学
を
学
ん

だ
。
父
を
失
っ
た
一
八
七
二
(
明
治
五
年
、
哀
傷
の

さ
な
か
に
、
有
馬
に
て
休
養
中
の
J
 
・
 
D
 
ニ
プ
イ
ヴ

イ
ス
と
出
会
い
、
彼
の
説
教
を
聞
く
機
会
を
得
て
、

キ
リ
ス
ト
教
に
傾
倒
し
は
じ
め
た
。
一
六
歳
に
い
た

り
神
戸
に
出
て
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
書
生
と
な
り
、
キ
リ

ス
ト
教
に
も
関
心
を
深
め
、
一
八
七
四
(
明
治
七
)
年

五
月
三
一
日
、
摂
津
第
一
公
会
(
神
戸
教
△
=
)
に
て
デ

イ
ヴ
ィ
ス
よ
り
洗
礼
を
受
け
た
。
一
六
歳
か
ら
一
八

歳
に
い
た
る
三
年
問
は
比
較
的
キ
リ
ス
ト
教
気
心

な
時
剣
で
あ
っ
た
。

一
八
七
五
(
明
治
八
)
年
、
同
志
社
創
設
に
奔
走
し

芋゛

払
N^
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て
い
た
新
島
襄
に
協
力
す
る
た
め
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
京

都
に
転
居
し
た
0
 
そ
の
と
き
元
良
も
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
と

と
も
に
京
都
に
同
行
し
、
書
生
と
し
て
唱
活
し
つ
つ
、

同
志
社
開
校
の
運
び
と
な
る
や
第
一
回
の
入
学
生
と

な
り
、
デ
ィ
ヴ
河
ス
宅
よ
り
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ

同
志
社
時
代
か
ら
米
国
留
学
期
ま
で

同
志
社
時
代
に
元
良
は
、
新
島
か
ら
数
学
を
、
 
J

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
か
ら
生
物
学
、
進
化
論
を
学
ん
だ
。

.前
述
の
中
島
力
造
の
回
顧
談
に
ょ
れ
ば
、
元
良
が
同

志
社
で
心
服
し
た
教
師
は
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
で
あ
り
、

最
も
愛
読
し
た
書
物
は
、
 
S
 
・
ス
マ
イ
ル
ス
の
『
自

助
論
』
と
W
 
・
 
B
 
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
『
精
神
生
理

学
原
理
』
で
あ
っ
た
。
同
志
社
修
学
期
は
元
良
に
と

つ
て
最
も
厳
し
い
苦
学
の
日
々
で
あ
っ
た
。
母
寿
賀

は
、
困
窮
の
な
か
で
元
良
の
生
活
を
精
神
的
に
支
え

た
。
母
親
の
大
き
な
蒸
陶
に
ょ
り
、
元
良
は
つ
ね

に
「
自
助
」
に
心
が
け
た
。
し
た
が
っ
て
彼
の
学
習

は
、
ま
さ
に
「
自
修
独
学
」
で
あ
っ
た
0
 
ガ
ノ
】
の

物
理
学
に
関
し
て
は
新
島
も
及
ば
ぬ
ほ
ど
の
学
力

を
、
ま
た
精
神
生
理
学
に
つ
い
て
も
独
学
で
か
な
り

の
学
識
を
修
得
し
た
。
同
志
社
時
代
に
お
け
る
こ
の

よ
う
な
学
習
は
後
の
来
国
留
学
に
ょ
っ
て
一
段
と
深

め
ら
れ
る
。

元
良
は
、
一
八
七
九
(
明
治
三
)
年
の
春
、
津
田

仙
の
要
請
に
ょ
り
学
農
社
に
移
り
、
教
鞭
を
と
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼
は
同
志
社
の
第
一
回

卒
業
生
の
な
か
に
名
を
連
ね
て
い
な
い
。
学
農
社
で

元
良
は
、
数
学
と
英
語
を
教
え
、
ま
た
日
曜
日
に
は

聖
書
の
講
義
も
し
た
。
上
京
当
初
は
上
野
栄
三
郎
と

居
を
同
じ
く
し
、
や
が
て
小
崎
弘
道
と
共
に
生
活
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
ハ
ハ
ズ
明
治
一
四
)
年
に
、

津
田
の
懇
請
で
和
田
正
幾
ら
と
耕
教
学
舎
の
運
営
維

持
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
耕
數
学
舎
は
、
の
ち

に
青
山
学
院
と
改
め
ら
れ
る
が
、
元
良
は
、
一
ハ
ハ

三
(
明
治
ニ
ハ
)
年
八
月
宣
教
師
ソ
ー
.
ハ
ー
の
帰
国
に

同
道
し
て
渡
米
す
る
ま
で
耕
教
学
舎
の
運
営
と
教
授

を
担
当
し
、
青
山
学
院
の
草
創
に
尽
力
し
た
。

そ
の
間
、
一
八
八
一
(
明
治
一
四
)
年
六
月
、
津
田

仙
の
媒
約
で
海
岸
女
学
校
出
身
(
青
山
学
院
)
の
元
良

与
年
(
よ
ね
)
と
結
婚
し
、
元
良
家
の
養
子
と
な
り
転

籍
改
姓
し
た
。
こ
の
結
婚
式
は
小
崎
弘
道
の
結
婚
式

と
同
時
に
同
じ
場
所
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
津
田
は
元

良
だ
け
で
な
く
小
崎
に
も
海
岸
女
学
校
出
身
の
岩
村

千
代
を
紹
介
し
、
二
組
の
結
婚
式
を
同
時
に
挙
げ
た

の
で
あ
る
。
元
良
は
、
こ
の
と
き
津
田
の
要
請
を
入

れ
て
メ
ソ
ヂ
ス
ト
派
に
転
会
し
た
。
岩
村
千
代
は
小

崎
と
結
婚
し
て
組
合
派
に
転
会
し
た
が
、
こ
れ
も
津

田
の
配
慮
で
あ
っ
た
。

元
良
は
、
学
農
社
、
耕
教
学
舎
に
在
職
中
も
精
神

生
理
学
に
熱
心
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
成
果
を
『
七

一
雑
報
』
や
小
崎
が
主
宰
し
た
『
六
合
讐
』
に
投

稿
し
て
い
る
。
渡
米
に
至
る
ま
で
に
彼
は
、
『
六
合

雑
誌
』
に
司
バ
ク
テ
リ
フ
』
徴
菌
ノ
一
種
ノ
説
」
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゛
.
、

一

、
、

T
、

、
 
J
、

.
、

一

.
 
U
 
゛

、
L

.
'
、

/
会

.

ノ

宅
、

文
科
大
学
時
代
か
ら
終
素
ま
で

一
ハ
ハ
ハ
(
明
治
三
)
年
、
六
月
血
・
D
の
学
位

を
受
け
、
七
月
に
帰
国
し
た
元
良
は
、
青
山
学
院

(
当
時
の
東
京
英
和
学
校
)
に
復
職
し
た
。
ま
た
同
時

に
文
科
大
学
の
誥
師
に
就
任
し
、
同
大
学
で
の
最
初

の
心
理
学
担
当
者
と
な
っ
た
。
一
八
八
九
(
明
治
二

モ
年
、
進
化
論
を
め
ぐ
つ
て
宣
教
師
と
対
立
し
た

元
良
は
、
青
山
学
院
を
辞
し
、
外
山
正
一
、
神
田
乃

武
と
と
も
に
正
則
中
学
校
を
設
立
し
、
そ
の
運
営
に

従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
翌
年
(
明
治
二
三
)
に

文
科
大
学
の
教
授
と
な
り
、
前
述
の
よ
う
に
中
島
力

造
ら
と
そ
の
大
学
の
充
実
、
発
展
に
貢
献
し
た
。
一

八
九
一
(
明
治
二
四
年
に
は
文
学
博
士
の
学
位
を
授

与
さ
れ
た
。
元
良
は
、
教
師
養
成
の
た
め
高
等
師
範

、
斧ン

,
一'、

八
五
(
明
治
一
八
)
年
一
 
0
月
、
ジ
,
ソ
ズ
・
ホ
プ
キ

ソ
ス
大
学
に
転
入
し
た
。

元
良
が
米
国
に
お
い
て
研
究
に
没
頭
し
、
そ
の
実

り
を
得
た
の
は
、
ジ
,
ソ
ズ
・
ポ
プ
キ
ソ
ス
大
学
で

の
三
年
間
で
あ
っ
た
0
 
彼
は
ス
タ
ソ
レ
ー
・
ホ
ー
ル

に
師
事
し
、
心
理
学
の
研
鑛
を
つ
み
、
心
理
作
用
の

実
験
的
研
究
に
熱
中
し
た
。
そ
の
学
力
は
周
囲
に
も

認
め
ら
れ
、
学
費
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
特
別
研
究
員
と
し
て
ス
タ
ソ
レ
ー
・
ホ
ー
ル

と
共
同
研
究
に
取
り
く
む
こ
と
に
な
り
、
そ
の
成
果

が
、
『
米
国
心
理
学
雑
誌
』
の
第
言
ぢ
(
一
ハ
ハ
ハ
年
)

に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
圧
の
漸
次
変
化
に
対
す

る
皮
膚
の
威
曼
性
」
と
題
す
る
研
究
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
研
究
に
お
い
て
元
良
に
大
き
な
影
粋
を
与
え

た
の
は
、
 
G
 
・
 
T
 
・
フ
ェ
ヒ
ネ
ル
の
精
神
物
理
学
で

あ
っ
た
。
元
良
は
フ
ェ
ヒ
ネ
ル
の
実
験
的
方
法
に
着

目
し
、
そ
れ
を
自
分
の
研
究
手
法
の
基
礎
と
し
た
。

元
良
が
留
学
中
の
ジ
,
ソ
ズ
・
ホ
プ
キ
ソ
ス
大
学

に
は
、
渡
瀬
庄
三
郎
、
新
渡
戸
稲
造
、
佐
藤
昌
介
、

長
瀬
鳳
輔
、
西
郷
菊
次
郎
が
勉
学
し
て
い
た
そ
の

中
で
元
良
と
新
渡
戸
は
英
会
話
に
苦
労
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
元
良
が
、
あ
る
と
き
牧
師
の
依
頼

に
ょ
り
日
曜
の
説
教
を
し
た
。
長
瀬
鳳
輔
は
、
果
し

て
言
葉
が
通
ず
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
た
。
説

と
題
す
る
テ
ソ
ケ
ル
ト
述
を
抄
訳
し
、
徴
生
物
の
人

間
生
活
に
対
す
る
実
益
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た

「
動
物
喫
食
の
説
」
と
題
す
る
論
文
を
投
稿
し
、
進
化

論
に
関
す
る
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
頃
の
元

良
は
、
生
物
学
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
0

そ
う
し
た
関
心
を
い
だ
い
て
一
八
八
三
(
明
治
一

六
)
年
に
元
良
は
、
渡
米
し
、
永
ス
ト
ソ
大
学
に
入
学

し
た
。
、
ホ
ス
ト
ソ
大
学
で
は
二
年
間
、
巳
ツ
ェ
派

の
B
 
・
 
B
 
・
バ
ウ
ン
に
師
稟
し
哲
学
を
学
ん
だ
が
、

゛
、ノ

元
良
に
と
っ
て
は
、
失
望
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
八

.
靈

一

教
の
要
旨
は
「
教
会
は
須
ら
く
心
の
中
に
在
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
、
若
し
心
の
中
に
教
会
が
出
来
た
な
ら
ぱ
将

来
は
か
く
の
如
く
日
昭
に
限
っ
て
会
堂
に
集
る
必
要

が
無
く
な
り
、
 
E
教
会
の
中
に
在
る
こ
と
が
出
来

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
婦
人

た
ち
の
中
か
ら
、
「
こ
れ
は
破
壊
主
義
だ
」
と
い
う

声
が
出
た
。
長
瀬
は
、
元
良
の
英
語
が
か
な
り
通
じ

た
こ
と
に
{
女
心
し
、
彼
ら
し
い
説
教
で
あ
っ
た
と
語

つ
て
い
る
0

、イ

、々キ
^^

元良勇次郎顕彰碑
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学
校
の
教
授
も
兼
任
し
て
い
た
。
ま
た
修
身
教
響

調
査
委
員
や
国
語
調
査
委
員
と
な
っ
て
学
校
教
育
の

面
で
も
学
識
を
発
揮
し
て
い
る
。
さ
ら
に
自
ら
の
研

究
を
世
界
に
問
う
た
め
に
一
九
0
五
(
明
治
三
八
)

年
、
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
心
理
学
会
議
に
参

加
し
「
東
洋
哲
学
に
お
け
る
自
我
の
観
念
」
と
題
す

る
研
究
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
帝
国
学
士
院

会
員
に
も
な
り
多
く
の
研
究
業
績
を
残
し
、
一
九
一

二
(
大
正
元
)
年
三
月
三
=
日
、
丹
点
症
の
た
め
学

究
者
と
し
て
の
生
涯
を
終
え
、
こ
の
世
を
去
っ
た
。

享
年
五
五
歳
で
あ
っ
た
。

東
京
帝
国
大
学
の
教
授
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
元

良
の
本
領
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
心
理
学
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
実
験
心
理
学
の
創
始
、
開
拓
に
た
い
す

る
貢
献
は
大
き
い
。
そ
の
一
っ
は
一
八
九
七
(
明
治

三
0
)
午
わ
が
国
最
初
の
心
理
学
実
験
場
を
設
置

し
た
こ
と
で
あ
る
0
 
ま
た
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

「
実
験
主
義
に
基
き
精
神
活
動
と
物
理
的
勢
力
と
を

併
行
し
て
、
之
を
力
学
的
に
観
察
す
る
事
」
か
ら
、

元
良
独
自
の
「
心
元
説
」
を
大
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
心
元
説
」
は
プ
エ
ヒ
ネ
ル
の
精
神
物
理
学
や

W
 
.
、
シ
ェ
ー
ム
ズ
の
プ
ラ
グ
々
テ
'
ズ
ム
の
影
響
を

う
け
て
は
い
る
が
、
「
実
験
的
方
法
と
形
而
上
学
的
思

索
と
を
兼
ね
完
う
せ
ん
と
期
せ
し
し
も
の
で
、
わ
が

国
心
理
学
の
草
創
翔
に
お
い
て
画
期
的
な
研
究
で
あ

つ
ナ元

良
の
研
究
成
果
は
そ
の
つ
ど
『
哲
学
雑
誌
』

『
心
理
研
究
』
『
神
経
学
雑
誌
』
『
六
合
雑
誌
』
な
ど

に
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
主
著
と
し
て
は
一
八

九
0
(
明
治
三
己
年
、
心
理
学
新
風
の
先
登
と
し
て

出
版
さ
れ
た
『
心
理
学
』
(
金
港
堂
)
、
一
九
0
七
年

(
明
治
四
0
)
年
の
『
心
理
学
綱
要
』
(
弘
道
館
)
、
一

九
一
五
(
大
正
四
)
年
に
編
集
さ
れ
た
『
心
理
学
概
論
』

(
宝
文
館
)
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
心
理
学
研
究
に

加
え
て
、
一
八
九
一
ズ
明
治
二
毛
年
に
は
『
萬
国
史

綱
』
(
家
長
豊
吉
と
共
著
)
、
一
八
九
三
明
治
壬
<
)

年
に
『
倫
理
学
』
(
富
山
房
)
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
『
中
等
教
育
倫
理
諸
話
』
(
一
九
0
 
)
年
、

や
井
上
哲
次
郎
と
の
共
著
に
ょ
る
『
哲
学
字
粂
』

(
一
九
一
一
年
)
な
ど
の
薯
書
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い

る
0

元
良
は
こ
う
し
た
研
究
の
合
間
に
世
界
の
学
術
の

動
向
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
『
六

合
雑
誌
』
(
明
治
二
一
年
)
に
掲
載
さ
れ
た
「
米
国
心

理
学
の
近
況
」
は
J
 
・
デ
ュ
ー
イ
の
『
心
理
学
』
に

つ
い
て
の
紹
介
で
あ
り
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
わ
が
国
に

デ
ュ
ー
イ
の
名
が
は
じ
め
て
知
ら
さ
れ
た
。
ま
た
明

治
二
四
年
に
は
「
ゼ
ー
ム
ス
氏
心
理
学
を
読
む
」
と

題
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
切
和
介
し
て
い
る
。
な
お
デ
ュ

ー
イ
の
倫
理
学
を
最
初
(
明
治
二
三
年
)
に
紹
介
し
た

の
は
中
島
力
造
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
元
良
は
、
大
学
に
お
い
て
自
ら
の
研
究
と

同
時
に
後
進
の
指
導
に
も
、
人
格
的
感
化
を
及
ぽ
し

た
。
彼
は
苦
学
の
辛
惨
を
嘗
め
、
自
助
、
自
活
に
生

き
た
経
験
か
ら
、
後
進
の
指
導
に
は
、
つ
ね
に
切
実

な
同
倩
を
懐
き
、
熱
誠
を
も
っ
て
そ
れ
に
当
っ
た
。

そ
の
後
進
の
な
か
に
同
志
社
で
学
び
、
京
都
大
学
初

代
の
心
理
学
の
教
授
に
な
っ
た
松
本
亦
太
郎
が
い

た
。

元
良
は
他
人
と
真
理
を
討
議
す
る
に
当
っ
て
は
虚

心
坦
懐
で
後
進
.
先
鎚
の
別
な
く
「
一
毫
の
真
理
も

之
を
明
に
せ
ん
」
と
し
た
。
後
進
の
姉
崎
正
治
は
、

こ
う
し
た
元
良
を
「
実
に
公
平
な
る
学
老
の
態
度
」

と
し
て
賞
揚
し
、
そ
れ
を
新
島
襄
に
ょ
る
感
化
と
み

て
お
り
、
ま
た
「
幼
年
壮
年
期
に
於
る
自
己
の
辛
苦

よ
り
得
来
り
し
同
情
心
と
、
そ
の
間
に
お
け
る
忍
耐

修
養
の
結
果
に
出
で
た
る
も
の
し
と
追
懐
し
て
い
る
。

学
者
と
し
て
の
一
生
を
貫
徹
し
、
五
五
歳
を
一
期

と
し
て
長
逝
し
た
元
良
の
葬
儀
(
大
正
元
年
一
二
月

一
六
日
)
は
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト
派
の
杉
原
成
美
牧
師
の

司
会
で
行
な
わ
れ
た
が
、
祈
薄
は
小
崎
弘
道
が
、
説
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教
は
海
老
名
弾
正
が
行
な
ウ
て
い
る
。
元
良
の
終
鳶

を
同
志
社
時
代
の
朋
"
も
追
鼎
し
て
や
ま
な
か
っ

た
。
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襄
の
掛
の
影
本
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。
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襄
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二
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。
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